
 

 

 

一年生もあっという間に折り返し地点を迎え、おおぐろの森中学校第一章のゴー

ルに向けて走り始めました。初めてのことだらけで戸惑い、先輩についていくだけ

で精一杯だった半年でしたが、これからは先輩になる準備期間となります。  

自分は今何をするべきなのか、これからどうやって生きていきたいのか、そのた

めには何をしたらいいのか。今後は「自分で考えて行動する」ことを増やしていく

必要があります。なぜなら、半年後には新入生が入学してきてあっという間に先輩

になるからです。私たちが先輩から教えてもらったことを次の代につなげていく、

そのためにはどうしたらいいのかを模索する半年にしていきましょう。  

今月２６日におおぐろの森中学校をこの３月に卒業したばかりの先輩にお話を

聴く会を設けます。その中で「一つでも二つでも自分の生き方につながるヒントを

得てほしい」と思っています。先輩たちは、「人との関わり」を大切にして生活して

いました。その先輩たちの言葉に心と耳を傾けてほしい思います。人は一人で生き

ていくことは難しいものです。だからこそ、仲間との関わり方を学んでいかなけれ

ばなりません。  

２学期に行われた行事は仲間の新たな一面を発見できるよいチャンスでした。普

段とは違う環境に身を置くことで、あまり話したことがない仲間と協力したり、話

し合ったりする必要が出てきました。そんな機会を「恥ずかしいな」「話したことな

いから」と避けてしまうのはもったいないと感じます。これからも互いに関わりな

がら協力してたくさんのことを「創造していく学年」でありたいと思っています。 

後期の学級委員から今後の抱負を語ってもらいました。「頑張ってみよう」と勇気

をもって立候補してくれたリーダーです。我々教職員も生徒と一緒に成長していき

ます。  

 
 

１年１組  石井  さん  

前期の学年委員が続けてきた役割をしっかりと後期で果たせるように頑張って

いきたいです。みんなが困っていたらすぐ助けられる、そんな学級委員であり、学

年委員を目指していきたいです。よろしくお願いします。  

 

１年１組  西  さん  

私は後期学級委員になって前期でできなかったことにしっかり取り組み、２年生

を迎えられるように頑張りたいです。クラスで頑張りたいことは一人ひとりが当事

者意識を持って行動できるように呼びかけをしていきたいです。一人ひとりが自分

の仕事に責任を持ち、学校目標の自律を少しでも達成できるようにしたいです。  
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1 年２組  山北  さん  

僕は、学級目標にもある、認め合えるクラスにしたいです。なぜなら、お互いの

ことを認め合っていかないと、いつでも争いや意見のぶつかり合いが絶えないと思

ったからです。お互いのことを認め合っていれば、いろいろな個性があふれ、その

個性を認め合い、仲良くなれると考えるからです。  

 

１年２組  冨田 さん 

私は学級委員として前期の経験や失敗、課題とされていたことなどを生かしたり新しく課題を解

決するために改善策を見つけたりして、学級をまとめられるようにしていきたいです。また学級目

標を達成できるようにみんなで認め合えるようにしていきたいです。そして学年では、学年目標の

「そうぞう」を達成できるように相手の気持ちなどを想像していきたいです。 

 

1年３組 安福 さん 

誰かに言われなくても自分から考えて動くことができる学級にしたいです。また、楽しく遊ぶ時

と、真剣に取り組むときのメリハリをつけて、モラルやマナーが守れるような学年にしたいです。

特にトイレの使い方や、水道の周りの使い方が課題であると感じています。次に使う人が気持ちよ

く使えるようにするなどの声掛けをしていきたいです。 

 

１年３組 髙野 さん 

 私は、全員が笑顔で、協働できる学級にしたいです。『笑顔』は自分や周りの人だけでなく、クラ

ス全員が笑顔であることが大切だと思います。次に『協働』という目標についてです。正直今の１年

３組には、あまり協働できてないなと思うところが少しあります。たとえば、クラスの係決めのと

き、「誰かがやってくれるだろう」という考えでなかなか係が決まらないことがありました。だか

ら、他の人に任せるのではなく、自分から積極的にやってみるという考えが持てるクラスにしたい

です。 

 

１年４組  立川 さん 

 毎月の生徒会の目標に対して、毎日の目標や課題点を見つけながら生活していき

たいです。そして昼のホームルームでの振り返りでその日の学級の様子を見て、そ

の反省をしていけるような学級委員になりたいです。授業前後のあいさつや、給食

前後のあいさつをきちんと礼儀をもって大きな声でできるようにしたいです。  

 

 
 

 

 

 

 



 

 

 

１年４組  磯野 さん 

私は学年の生徒全員が、どんな行事にも前向きに、楽しんで取り組めるクラス・

学年にしていきたいです。４組の学級目標「パワー !!」を達成するために、自分も

全力で、努力して、みんなに協力しながら、クラスの全員が役割にしっかり取り組

めるように頑張りたいです。学年目標の達成に向けても、学年の状況を見てそれに

あった目標の設定や呼びかけを頑張りたいです。  

 

１年５組  田中 さん 

僕は、一人ひとりが意見を持ち協力し合えるクラスにしたいです。クラスによって個性が違うと

思いますが、それを認めあって学年で一丸となり、学校行事や普段の生活などで２、３年生に引け

を取らないくらい立派な学年にしていきたいです。学級委員として、皆さんがより良い学校生活を

送れるように励みたいと思っています。 

 

１年５組  荻原 さん 

私は、前期も学級委員だった経験を活かし、より良い行動や目標を立て、自律し

ていけるようなようなクラスにしたいです。例えば、各リーダー同士、フォロワ一

同士で声かけを行ったり、いろいろな人と話したりすることです。クラスや学年の

いろいろな人と話して、相手を知ることで、自分の成長につなげていきたいと思い

ます。  

 

１年６組  麻生 さん 

前期の学級委員たちが学級をまとめてくれたのでこの状態を継続しながら後期

の学級委員でさらに良い学級を目指していきたいです。そのためには、前期のとき

あまりできていなかったことや、まだやったことのないもの、やってみたいことな

どに挑戦して、みんなが少しでも楽しく生活でき、成長できる学級にしたいです。

また、クラス全体に声掛けをしてクラスの雰囲気をよくしていきたいです。  

 

１年６組  髙月  さん  

６組は一つひとつのことに熱心になることができます。また、自分たちで立てた

目標を達成できるように努力ができるという良いところもたくさんあります。しか

し、一つのことに夢中になりすぎてメリハリがつかない時もあるのでプラスをマイ

ナスに変えないように呼びかけをしたり、目標を立てたりしながらクラスをよい方

向に持っていけるように頑張ります。  

 

 


